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信
頼
の
絆
で
つ
な
が
る
、	

“
市
民
病
院
”と
し
て
。

滋
賀
県
大
津
市
に
お
い
て
1
2
0
年

を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
市
立
大
津
市
民

病
院
は
、
2
0
1
7
年
、
地
域
に
質
の

高
い
、
先
進
的
な
医
療
を
安
定
的
、
継

続
的
に
提
供
す
べ
く
、
地
方
独
立
行
政

法
人
に
移
行
し
た
。
同
院
の
若
林
直
樹

院
長
は
、「
変
わ
ら
ぬ
理
念
」
と
し
て
患

者
フ
ァ
ー
ス
ト
、
地
域
住
民
の
た
め
の

病
院
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

「
昨
年
8
月
に
、
病
院
理
念
を
『
信
頼

の
絆
で
つ
な
が
る
、
市
民
と
と
も
に
歩

む
健
康
・
医
療
拠
点
』
と
新
た
に
し
ま

し
た
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
市
民
の
頼

り
に
な
る
病
院
で
あ
る
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
」

医
療
を
市
民
の
イ
ン
フ
ラ
と
考
え
た

と
き
、
真
っ
先
に
挙
げ
ら
れ
る
機
能
が

救
急
医
療
だ
ろ
う
。
地
域
の
救
急
医
療

体
制
の
維
持
、
充
実
は
全
国
的
な
課
題

だ
が
、
同
院
で
は
、
2
0
1
9
年
か
ら

救
急
医
療
体
制
を
見
直
し
、
24
時
間

3
6
5
日
断
ら
な
い
E
R
型
の
医
療
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

折
し
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛

威
を
振
る
う
中
、
同
院
で
は
こ
れ
に
先

駆
け
て
呼
吸
器
部
門
の
救
急
救
命
医
療

に
注
力
を
し
始
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
重
症
者
に
も
有
効
な
体
外
式
膜

型
人
工
肺
、
E
C
M
O
を
積
極
導
入
し

て
い
た
。
日
本
呼
吸
器
学
会
呼
吸
器
専

門
医
で
も
あ
る
千
葉
玲
哉
救
急
診
療
科

副
診
療
部
長
は
、
現
在
も
コ
ロ
ナ
対
策

の
最
前
線
で
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
。

「
呼
吸
不
全
の
患
者
さ
ん
を
積
極
的
に

受
け
入
れ
て
い
た
素
地
が
あ
っ
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
も
ス
ム

ー
ズ
に
行
え
て
い
ま
す
」

県
内
唯
一
の
第
一
種
感
染
症
指
定
医

療
機
関
で
あ
る
同
院
で
は
、
い
ち
早
く

感
染
症
E
R
を
設
置
。
滋
賀
県
内
、
特

に
E
C
M
O
を
要
す
る
重
症
患
者
を
一

手
に
引
き
受
け
て
い
る
と
い
う
。
感
染

疑
い
の
患
者
と
、
急
性
期
患
者
の
動
線

を
物
理
的
に
分
け
、
E
R
内
に
設
置
さ

れ
た
C
T
装
置
で
迅
速
な
診
断
を
行
っ

て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
を
受

け
入
れ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
救
急
救
命

を
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

医
療
現
場
の
疲
弊
が
問
題
視
さ
れ
て

い
る
が
、
徹
底
し
た
感
染
対
策
、
理
に

適
っ
た
コ
ロ
ナ
対
応
は
、
医
療
サ
ー
ビ

ス
の
継
続
的
な
提
供
に
も
貢
献
す
る
。

最
先
端
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
、	

『
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
』を
導
入
。

「
が
ん
に
対
す
る
外
科
的
治
療
は
、
当

院
の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
先
進
的
な
治
療
、
ま
た
、
技
術

の
継
承
と
し
て
の
教
育
も
含
め
た
体
制

で
、
市
民
の
健
康
を
守
る
こ
と
も
私
た

ち
の
使
命
で
す
」

若
林
院
長
が
同
院
の
特
徴
の
一
つ
と

し
て
挙
げ
る
の
が
、
が
ん
に
対
す
る
腹

腔
鏡
手
術
、
そ
し
て
内
視
鏡
手
術
支
援

ロ
ボ
ッ
ト
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
た
低

侵
襲
手
術
だ
。

泌
尿
器
科
診
療
部
長
で
あ
る
七
里
泰

正
副
院
長
は
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
に

お
い
て
、
体
へ
の
負
担
が
少
な
い
腹
腔

鏡
手
術
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
た
手
術

同院では2014年からダヴィンチを導入。泌尿器科領域の七里泰正副院長、平井健次郎消化器外科医長を
中心に、高度な腹腔鏡手術、正確性と安全性をさらに高めるロボット支援手術で低侵襲がん医療を提供する

に
は
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
語
る
。

「
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
で
病
院
に
来
ら
れ
た

方
は
、
必
ず
ウ
ォ
ー
ク
ア
ウ
ト
で
ご
自

宅
に
帰
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
の
が
、

当
院
の
目
指
す
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
の

高
齢
者
人
口
を
考
え
て
も
、
合
併
症
の

リ
ス
ク
が
あ
る
高
齢
の
患
者
さ
ん
は
特

に
手
術
時
の
切
開
が
小
さ
く
、
出
血
も

少
な
い
、
術
後
の
痛
み
も
少
な
い
ダ
ヴ

ィ
ン
チ
を
は
じ
め
、
鏡
視
下
手
術
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い
ま
す
」

同
じ
く
鏡
視
下
手
術
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
で
あ
る
消
化
器
外
科
医
長
の
平
井
健

次
郎
医
師
は
、
が
ん
治
療
の
根
治
率
、

治
療
成
果
の
観
点
か
ら
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
の
メ
リ
ッ
ト
を
語
る
。

「
当
院
で
は
、
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
の

約
9
割
の
手
術
が
腹
腔
鏡
、
も
し
く
は

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
へ
の
侵
襲
の
低
さ
も
そ
う
で

す
が
、
技
術
革
新
に
よ
っ
て
、
腹
腔
鏡

内
の
カ
メ
ラ
性
能
が
向
上
し
、
線
維
の

一
本
一
本
ま
で
が
鮮
明
に
見
え
る
、
患

部
の
状
態
を
把
握
で
き
る
こ
と
が
、
確

実
な
が
ん
切
除
、
結
果
と
し
て
根
治
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
や
腹
腔
鏡
手
術
で
は
患

部
の
詳
細
な
状
態
を
モ
ニ
タ
で
確
認
し

な
が
ら
手
術
が
行
え
る
。
七
里
副
院
長

は
、「
手
ぶ
れ
」
の
無
い
こ
と
が
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
の
絶
対
的
な
優
位
性
だ
と
い
う
。

「
腹
腔
鏡
手
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
も

に
、
執
刀
す
る
医
師
の
正
確
な
技
術
が

必
要
な
点
は
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
た
ロ
ボ

ッ
ト
手
術
で
は
、
人
間
の
手
で
は
わ
ず

か
に
で
も
必
ず
影
響
し
て
し
ま
う
手
ぶ

れ
が
な
い
。
精
緻
な
制
御
で
よ
り
正
確

で
細
や
か
な
手
術
が
可
能
で
す
」

低
侵
襲
と
い
う
患
者
へ
の
恩
恵
と
、

外
科
手
術
の
成
績
向
上
。
が
ん
治
療
の

最
前
線
で
は
、
最
先
端
技
術
の
活
用
で
、

革
新
的
な
変
化
が
起
き
て
い
る
。
ま
た
、

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
を
用
い
た
が
ん
治
療
は
、

腎
臓
が
ん
や
前
立
腺
が
ん
な
ど
、
ご
く

一
部
に
限
ら
れ
て
い
た
保
険
適
用
が
、

2
0
1
8
年
に
大
腸
が
ん
や
胃
が
ん
な

ど
に
拡
大
さ
れ
、
そ
の
可
能
性
は
さ
ら

に
広
が
っ
て
い
る
。

同
院
で
は
、
2
0
1
8
年
に
高
度
鏡

視
下
手
術
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を

設
立
。
若
手
、
中
堅
医
師
が
腹
腔
鏡
手

術
に
必
要
不
可
欠
な
技
術
を
身
に
付
け

る
た
め
の
教
育
、
人
材
育
成
に
も
注
力

し
て
い
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
沿
っ
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
重

ね
る
こ
と
で
、
腹
腔
鏡
、
ロ
ボ
ッ
ト
手

術
の
執
刀
に
必
要
な
高
度
で
専
門
的
な

技
術
が
身
に
付
く
同
セ
ン
タ
ー
に
は
、

地
域
だ
け
で
な
く
全
国
に
優
秀
な
外
科

医
を
送
り
出
す
と
い
う
壮
大
な
目
標
も

あ
る
。

検
診
か
ら
手
術
、
緩
和
ケ
ア
、	

包
括
的
な
が
ん
治
療
を
提
供
。

同
院
は
「
予
防
か
ら
緩
和
ま
で
が
ん

に
強
い
病
院
」
と
い
う
基
本
方
針
を
も

掲
げ
る
。
外
科
的
治
療
は
そ
の
大
き
な

柱
の
一
つ
だ
が
、
市
民
の
健
康
を
守
る

上
で
は
、
予
防
医
療
、
早
期
発
見
に
貢

献
す
る
検
診
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。

「
胃
が
ん
検
診
が
一
般
的
に
な
っ
て
き

て
、
死
亡
率
が
大
幅
に
下
が
っ
た
よ
う

に
、
こ
れ
ま
で
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
っ
た

大
腸
が
ん
の
検
診
数
が
増
え
る
こ
と
で
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
可
能
に
な
り

救
え
る
命
が
増
え
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

若
林
院
長
は
、
各
種
が
ん
検
診
を
最

初
期
の
が
ん
治
療
と
し
て
と
ら
え
、
多

く
の
市
民
に
受
診
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、

健
康
・
医
療
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
果

た
せ
る
と
語
る
。
大
腸
が
ん
検
診
で
は
、

市立大津市民病院は、大津市を中心とする地域の医療拠点として機能している。救急医療、腹腔鏡手術、
ロボット手術などの先進のがん医療を手がける同院の若林直樹院長、各科のエキスパートである医師に話を聞いた。

最新ロボット手術で、
市民のがん治療に貢献する。

よ
り
気
軽
に
行
え
る
大
腸
C
T
検
査
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
受
診
の
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
る
努
力
を
行
っ
て
い
る
。
各
種

検
査
も
充
実
し
て
い
る
が
、
2
0
1
7

年
11
月
か
ら
は
、
症
状
が
表
出
し
づ
ら

く
、
発
見
が
困
難
な
膵
臓
が
ん
検
診
を

開
始
。
血
液
検
査
や
M
R
I
撮
影
で
胆

管
や
膵
管
の
病
変
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ

と
で
膵
臓
が
ん
の
早
期
発
見
を
目
指
す
。

外
科
系
医
師
で
あ
る
七
里
、
平
井
両

医
師
も
、
低
侵
襲
の
鏡
視
下
手
術
で
も

早
期
発
見
の
恩
恵
は
大
き
い
と
い
う
。

「
早
期
が
ん
の
方
が
手
術
規
模
、
時
間

と
も
に
縮
小
手
術
で
根
治
が
望
め
ま
す
。

鏡
視
下
手
術
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
も
に
、

二
酸
化
炭
素
を
腹
腔
内
に
注
入
し
強
制

的
に
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
い
る
の
で
、

手
術
時
間
は
短
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
」（
七
里
副
院
長
）

総
合
的
な
視
座
に
立
っ
て
が
ん
医
療

に
向
き
合
う
同
院
で
は
、
県
内
の
医
療

機
関
に
先
駆
け
て
緩
和
ケ
ア
を
早
く
か

ら
導
入
し
て
き
た
。
専
門
チ
ー
ム
を
有

す
る
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
設
置
し
、
が
ん

治
療
を
選
択
し
な
い
患
者
に
対
す
る
心

身
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
。

が
ん
の
積
極
治
療
を
行
う
立
場
で
あ

る
平
井
医
師
に
よ
る
と
、
が
ん
の
診
断

で
精
神
的
に
疲
弊
し
た
患
者
と
家
族
が

緩
和
ケ
ア
チ
ー
ム
の
臨
床
心
理
士
の
継

続
的
な
ケ
ア
で
治
療
に
前
向
き
に
な
れ

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
い
う
。

若
林
院
長
は
、「
終
末
期
医
療
の
た
め

だ
け
の
緩
和
ケ
ア
で
は
な
く
、
総
合
的

な
が
ん
治
療
の
た
め
の
緩
和
ケ
ア
も
重

要
」
と
、
が
ん
治
療
の
す
べ
て
の
タ
ー

ム
で
同
院
が
担
う
役
割
の
重
さ
に
つ
い

て
も
言
及
す
る
。

地
域
住
民
か
ら
「
市
民
病
院
」
の
名

前
で
親
し
ま
れ
て
き
た
市
立
大
津
市
民

病
院
は
、
連
綿
と
続
い
て
き
た
歴
史
の

中
で
培
っ
た
市
民
と
の
信
頼
の
絆
、
そ

し
て
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
最
新
、

最
先
端
の
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

今
日
も
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
る
。

呼吸器専門医である千葉玲哉医師を中心に、喫緊の課題
である新型コロナウイルス感染症医療にも大きく貢献

消化器外科領域のがん手術に精通する平井健次郎医長。
高度鏡視下手術トレーニングセンターの指導医でもある

1987年、京都府立医科大
学医学部卒業。京都府立
医科大学附属病院、米国
テキサス大学MDアンダー
ソンがんセンター、京都府
立医科大学院消化器内科
学講師等を経て、	 2011
年に大津市民病院（現：市
立大津市民病院）消化器
内科診療部長兼消化器
内視鏡センター長に就任。
2019年、市立大津市民病
院院長に就任。

副理事長・院長

若林	直樹	Naoki	Wakabayashi
1986年、京都大学医学部
卒業。専門領域は、腹腔鏡
手術（通常多孔式	 /	単孔
式	 /	 Reduced	 port）、
ロボット手術、前立腺がん、
腎がん、尿路上皮がん。市
立大津市民病院において
は、副院長、泌尿器科診療
部長、高度鏡視下手術トレ
ーニングセンター長、入退
院センター担当部長を兼
任。日本泌尿器科学会認
定泌尿器科専門医。

副院長・泌尿器科診療部長

七里	泰正	Yasumasa Shichiri

地方独立行政法人
市立大津市民病院
〒520-0804
滋賀県大津市本宮2-9-9
TEL.077-522-4607
https://och.or.jp/
■	診療時間：8:30 ～ 11:30
■	休診：土曜・日曜・祝日
■	診療科目：	内科・消化器内科・消化器外科・泌尿器科
	 		 救急科など全30科目


